
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月２０日 

学校名  福井市 鶉幼小学校  

校長氏名  岩 田 美智惠    

１ 今年度の目標（学校の約束） 

  ➀ 鶉地区の自然、環境、地球環境について学習します。 

  ②  学校で節電、節水に努めます。 

  ③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容  

 ➀  環境学習 

      ・鶉地区の植物や自然環境について、講師を招いて学習会を実施する。 

      ・鶉地区の自然を観察し、環境について調べる。 

  ② 節電・節水・紙の再利用の取り組み 

      ・環境委員会は、必要のない電気消しを呼びかけ、毎日見回りをする。 

      ・健康委員会は  手洗い・うがいの時に水の出しっぱなしをしないことを呼びかけ、毎日見回りを

    する。  
   ・ゴミの減量やリサイクルについて学習し、一度使用した紙の裏面を利用したり、習字の練習紙の

    回収をしたりして、紙を大切に使う。 

  ③ 地域と連携して分別回収・清掃活動 

      ・地域の方と協力し、自分たちの使う公園や広場の清掃をする。 

      ・アルミ缶の回収を呼びかけアルミ缶を回収し、地区の施設に車椅子を贈呈する。 

      ・PTAや地区と連携して古紙の回収を年３回実施する。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

     ・②の活動では、節電・節水・リサイクルの大切さを学ぶとともに、自分たちにできることは何か

を考え、みんなで工夫し実践していく力を身につけさせる。(考える力・他者と協力する力) 

     



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 鶉小学校 鶉小学校

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 鶉地区の自然、環境、地球環境について学習します。 

② 学校で節電、節水に努めます。 

③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容２  

 ➀  環境学習 

      ・鶉地区の自然を観察し、環境について調べました。また、下水処理場の見学をしました。  

絶滅危惧種ミズアオイの栽培             下水水処理場見学 

 

② 節電・節水・紙の再利用の取り組み 

    ・環境委員会は必要のない電気消しを呼びかけ、毎日見回りを行い、健康委員会は手洗い・うがい

の時に水の出しっぱなしをしないことを呼びかけ、毎日見回りを行いました。 また、ゴミの減量

やリサイクルについて学習し、一度使用した紙の裏面を利用したり、習字の練習紙の回収をした

りして、紙を大切に使うよう呼びかけました。 

 

 

 

 

 

     

 

節電の喚起        節電見回りの様子       節水の喚起        

 

③地域と連携して分別回収・清掃活動 

      ・夏休みに地域の方と協力して自分たちの使う公園や広場の清掃をしたり、アルミ缶の回収を呼び

かけアルミ缶を回収して地区の施設に車椅子を贈呈したりしました。PTAや地区と連携して古紙

の回収を年３回実施しました。 

 



 

 

夏休みのクリーン活動     アルミ缶回収           車いす贈呈式            

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。）  
・②の活動では、節電・節水・リサイクルの大切さを学ぶとともに、自分たちにできることは何かを 

      考え、みんなで工夫し実践していく力を身につけさせる。(考える力・他者と協力する力) 

 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 総合の時間に地域の自然環境や絶滅危惧種を学習することにより、自分たちの地域の環境を大

切にしていこうという意識が育ってきています。 

② 社会科の学習や総合的な学習で身近な環境問題について学習することで、ゴミを分別すること

の大切さを知り紙を大切に使おうと言う意識が強くなり、裏紙を利用したり分別して捨てたり

する子が増えました。また、水や電気の大切さも知り、水を大切に使おう、電気を節約して使

おうという意識が育ってきました。 

③ アルミ缶を回収し地域の施設に寄付することで、地域のお年寄りに喜ばれ、さらに集めようと

言う気持ちが高まっています。また、資源の有効利用につながることを知り、意識してリサイ

クル活動をする子が増えました。 

【改善点】 

・学習した子どもたちの意識は高まりつつありますが、他の学年への呼びかけをし、さらに活動を

広めていきたい。 

・保護者や地域の方にも、学校に取り組みを今まで以上に広め、地域の環境に対する意識を広めて

いきたい。 


